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 2012年度、コマツの連結売上高は前年比▲4.9％減収の1兆8,849億

円、営業利益は前年比▲17.5％減益の2,116億円となりました。

[各セグメントの状況]

建設機械・車両：北米、日本において建機需要が増加しましたが、中国

建機需要の回復遅れや、インドネシアの石炭鉱山向け需要の減退等に

より、前年比減収減益になりました。

産業機械他：大型プレス、工作機械は比較的堅調に推移しましたが、ワ

イヤーソーの需要低迷、仮設住宅用プレハブハウス需要の一巡等により、

前年比減収減益になりました。

[配当金]

当期末の配当金は24円/株の予定です(本年6月19日開催予定の定時

株主総会に提案の予定)。

中間配当金24年/株を含めた年間配当金は計48円/株となります。
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北米、日本の建設機械需要は堅調、石炭向け以外の鉱山機械も減速傾

向ながら堅調に推移しましたが、インドネシアの鉱山向け需要の減少や、

中国の建設機械需要の回復遅れ、ワイヤーソーの需要低迷等により、売

上高は前年比▲4.9％減収、営業利益は▲17.5％減益となりました。

 1月公表値に対しては、売上高で約▲350億円の未達となりました。主な

内訳は、中国で約▲170億円、中南米で約▲100億円、オーストラリアで

約▲60億円等です。
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四半期毎の売上高・営業利益は、2012年度第3四半期を底として、第4四

半期は回復基調にあります。
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建設機械・車両では、北米、日本が堅調、中南米・オセアニアの鉱山機

械需要も減速傾向ながら堅調に推移しましたが、インドネシアおよび中

国の需要減などにより、売上高は前年比▲3.6％減収の1兆6,770億円

となりました。

中南米、オセアニアは年間の売上高が過去最高となりました。

伝統市場の構成比が40％に拡大しました。

 セグメント利益は前年比▲15.2％減益の2,089億円、セグメント利益率

は同▲1.7ポイント減の12.4％となりました。

 セグメント利益の差異内訳は次ページでご説明します。
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 2012年度の建設機械・車両のセグメント利益は、物量差や固定費等の

マイナス要因を販売価格の改善等で一部カバーし、売上高セグメント利

益率は12.4％となりました。

[プラス要因]

北米での新排ガス規制対応車拡販等により販売価格の改善が進み、

268億円プラスになりました。

年度末に為替が円安に振れたことにより、為替差が67億円プラスに働

きました。海外現地法人に出荷した商品が現地のお客様に販売されて

利益が実現するまでのタイムラグの影響により、為替差は単純に計算し

た数値より80億円ほど小さくなっています。

[マイナス要因]

 「物量差他」▲637億円のうち、販売量の減少によるものは約▲400億

円です。

開発費の増加により固定費が増加していますが、当初の計画より抑制し

ています。



産業機械他では、大型プレス等の板金鍛圧機械や工作機械は堅調でした

が、ワイヤーソーの需要低迷や、仮設住宅用プレハブハウス需要の一巡等に

より、売上高は前年比▲348億円減収の2,162億円、セグメント利益は

▲105億円減益の62億円となりました。

板金鍛圧機械や、ワイヤーソーを除く工作機械の受注・売上は堅調です。
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 リテールファイナンスは大幅な円安の影響に加え、好調な北米やオーストラ

リアで新規取扱が増えたこと等により、前年度末に比べ資産増となりまし

た。資産増約1千億円のうち、為替の影響は約650億円です。

収入や税引前利益は、ほぼ前年並みの水準となりました。
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総資産は前年度末比で+1,973億円増加しましたが、為替の影響を除

けば、ほぼ前年度並みでした。

棚卸資産は、見かけ上増えていますが、為替の影響を除けば減少して

います。

借入金・社債も見かけ上増えていますが、為替の影響を除けば減少し

ています。

株主資本比率は同+3.9ポイント増の47.4％となりました。

 ネット・デット・エクイティ・レシオは0.49と、前年度末に比べ改善しました。
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